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●東川崎防災ジュニアチームとは
東川崎防災ジュニアチームは、阪神・淡
路大震災の教訓から、平成８年に地域の中
学生を対象とする防災ジュニアチームの第１
号として結成されました。平成23年度は22
人の中学生が防災ジュニアチーム隊員として
活動し、結成以来これまでに延べ300人以
上の中学生が隊員に任命され防災について
学習しています。
●活動内容
地域、学校、消防団、消防署と連携し

て、ポンプ操法訓練や救急講習といった定
期活動をおこない、さらに消防学校での防
災訓練や地域福祉センターを活用した宿泊
訓練などさまざまな活動をおこなっています。
●訓練披露会について
平成21年度からは、ジュニアチーム隊員

が通う楠中学校（平成23年度に湊中学校と
統合され、現在は湊翔楠中学校）からの発
案で、毎年１月の防災学習の授業において、
訓練披露会として全校生徒の前で放水訓練
をおこなっています。1月16日、３回目となる
訓練披露会では、１年間の訓練の集大成と
して、ポンプ操作訓練、放水訓練や規律訓
練などをおこないました。
●披露会での訓練内容
訓練は、中学校の校舎から出火したという
想定でおこないました。中学校グランドに中
央消防署のポンプ車を停車させ、可搬式消

防ポンプとポンプ車を使用して校舎に向けて
放水しました。訓練の指揮はもとより、ポン
プの操作やホースの延長、放水まですべて
の作業をジュニアチーム隊員のみでおこな
い、最後は校舎に見事な放水のアーチがか
かり、訓練を見ていた生徒や教職員からは
歓声が上がりました。
●訓練披露を終えて
緊張感が漂う中での訓練でしたが、ジュニ

アチーム隊員達は非常に元気よく、また落ち
着いて行動しており、日頃の訓練成果が発
揮できたのではないかと思います。ジュニア
チーム隊員たちは本当によくやってくれたと思
います。
最後になりましたが、訓練披露会を実施

するにあたり多大なご協力をいただいた、中
学校関係者や中央消防団第10分団、中央
消防署の皆さま、本当にありがとうございまし
た。これからも東川崎防災ジュニアチームへ
のご指導とご協力をよろしくお願いいたしま
す。なお、平成23年度のジュニアチーム隊
員は3月に無事すべての訓練を終え、修了
式を迎えました。

4月9日、神戸市役所1号館14階大会議
室において神戸市会議長・副議長、都市
消防委員長・副委員長のご臨席のもと、4
月1日付で新たに消防団長になられた方に矢
田市長から辞令が交付されるとともに、新た
に支団長になられた方に北、西それぞれの
消防団長から辞令が交付されました。
また、消防団長・支団長として長年にわた

り、地域防災を支えてこられ、3月31日付で
退団された方に、市長からの労いのことばとと
もに、感謝状が贈呈されました。
東日本大震災を契機に消防団の必要性

が再認識され、消防団に寄せる市民の期待
は、非常に大きくなっています。今回辞令を
受け取られた団長・支団長の方々は、これ
からも市民の皆さまが、安心して暮らせるまち
を目指して、地域の防災力向上のためリー
ダーシップを発揮していただけることでしょう。
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